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病院情報システムを安く、早く、効率的に導入できる IHE 

～地域に広がる医療連携の Keyword～ 
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使いのパソコン（Windows・Mac）でも閲覧が可能です。PDF版の発売（会
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＜＜まえがき＞＞ 

『医療情報システムは、どうして複雑でありかつ高価なのでしょうか?』病院で医療情報システムに携わっていると、このような疑問を

考えることが多くないでしょうか？ 

同じような医療情報システムであっても、各病院で微妙に違っており、病院の数だけいろいろの医療情報システムが存在しているの

が現状です。 

各病院で別々の医療情報システムを使わざるを得ないのは、各々の病院のワークフロー（業務の流れ）が標準化されていないの

が原因といえます。このような状況では、医療情報システムを納入するメーカーは、それぞれの病院に合わせて医療情報システムや

機器を手直しする必要が生じます。この手直しが莫大なコストや手間のかかる最大の理由です。 

http://www.amazon.co.jp/dp/B01C2O76X0
http://www.amazon.co.jp/dp/B01C2O76X0
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本書は、このような医療情報システムの複雑かつ高コストな現状を踏まえたうえで医療情報システムや情報機器の導入や更新の

ときに是非読んで頂きたい本です。医療情報システムの構築に関心があり、また、医療情報システムを利用している方に、情報シ

ステムの無駄な投資を予防できる解説書です。 
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